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シェアハウス
Shared Residence Flag
オーナー

　

紀
美
野
町
田
地
区
で
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
事
業
を
行
い
、
移
住
者
目
線
で
移

住
者
の
受
け
入
れ
支
援
も
行
わ
れ
て

い
る　

桐
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。

　

ノ
コ
ギ
リ
や
金
槌
な
ど
の
工
具
を

は
じ
め
て
親
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
の
は
５
歳
の
誕
生
日
で
し
た
。

　

大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
大
工
の
父

親
の
影
響
も
あ
り
建
築
の
道
へ
。「
世

界
一
の
建
築
家
に
な
る
」
と
い
う
夢

を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
様
々
な
建
築

物
を
見
る
た
め
海
外
を
回
る
旅
に
出

ま
し
た
。

　

海
外
で
生
活
を
す
る
中
で
、
日
本

の
自
然
の
豊
か
さ
、
特
に
里
山
の
魅

力
に
改
め
て
気
付
い
た
こ
と
か
ら
、

自
然
と
共
生
す
る
暮
ら
し
を
追
求
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
つ
の
考
え
に
縛
ら
れ
ず
、
常
に

多
様
な
価
値
感
の
中
に
身
を
置
き
な

が
ら
、
物
事
を
判
断
で
き
る
よ
う
に

と
、
国
際
空
港
の
近
く
に
拠
点
が
あ

る
こ
と
が
大
き
な
条
件
で
し
た
。
そ

し
て
、
人
間
だ
け
が
自
然
を
消
費
す

る
よ
う
な
暮
ら
し
で
は
な
く
、
人
が

そ
こ
に
住
む
こ
と
で
よ
り
良
い
自
然

が
保
た
れ
る
、そ
ん
な
生
活
を
求
め
、

里
山
の
あ
る
地
域
を
探
し
、
令
和
２

年
に
紀
美
野
町
へ
移
住
し
ま
し
た
。

　

自
然
と
人
が
共
生
す
る
に
は
、
ま

ず
地
域
に
人
が
必
要
で
す
。そ
こ
で
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
紀
美
野
町
に
魅

力
を
感
じ
、
移
住
を
希
望
す
る
人
を

受
け
入
れ
る
場
を
作
り
た
い
と
、
古

民
家
を
改
修
し
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
事
業

を
始
め
ま
し
た
。

　

自
身
も
町
内
で
子
育
て
を
す
る
中

で
、
近
く
に
も
っ
と
子
育
て
世
帯
が

い
れ
ば
良
い
の
に
と
、
日
々
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
子
育
て
を
中

心
に
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
た
と

き
に
、
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
の

た
め
に
頑
張
る
か
、
諦
め
て
別
の
地

域
へ
引
っ
越
す
か
、
夫
婦
で
何
度
も

話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
紀
美
野
町
で
の

こ
の
暮
ら
し
を
諦
め
た
く
な
い
、
さ

ら
に
同
じ
よ
う
に
移
住
し
て
き
た
子

育
て
世
帯
を
支
え
ら
れ
る
地
域
に
自

分
た
ち
が
し
て
い
き
た
い
、
安
心
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
た
い
と

覚
悟
を
決
め
た
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
今
後

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
、
様
々
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
に
紀
美
野
町
に
訪
れ
て

も
ら
う
た
め
に
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に

隣
接
し
た
宿
泊
棟
に
加
え
、
今
後
は

キ
ッ
チ
ン
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
的
に

は
、
地
域
の
食
料
を
生
み
出
す
た
め

の
畑
と
、
こ
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

と
遊
べ
る
公
園
を
掛
け
合
わ
せ
た

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
を
作
り
た
い
で

す
。

　

そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
た
支
援
を

募
る
た
め
、
先
日
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
あ
り
が

た
い
こ
と
に
２
４
２
人
も
の
方
に
支

援
し
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
国
吉
地

区
を
は
じ
め
紀
美
野
町
の
自
然
と
人

（
地
域
）
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
自

身
の
使
命
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ソ
モ
ノ
だ
っ
た
僕
た
ち
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
地
域
の
み
な
さ
ん
に

は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
守
り
つ
な
い
で
き
た
方
々

に
敬
意
を
払
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域

を
こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
る
た
め
に

精
一
杯
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
れ

か
ら
頑
張
っ
て
い
け
た
ら
う
れ
し
い

で
す
！

読
者
に
一
言

今
後
の
夢

共
同
子
育
て
が
で
き
る
地
域
へ

は
じ
ま
り
は
世
界
一
の
建
築
家

に
な
る
と
い
う
夢
だ
っ
た

紀
美
野
町
へ
の
移
住
・

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
を
開
始

～
自
然
と
、
人
と
、

～
自
然
と
、
人
と
、

　
　
　
共
に
生
き
る
～

　
　
　
共
に
生
き
る
～

プロフイール
　桐　翔太さん　1992年生まれ
移住後、古民家改修事業を行う。
「KATAKOTO CRAFTS（カタコト クラフ
ツ）」を起業。紀美野町田のシェアハウス
「Shared Residence Flag」のオーナー。
大阪府出身。

右のイラストは　桐さんがめざす人と自然が
共生する地域をイメージしたイラスト。

紀美野町で頑張る人を応援します　Vol.5
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防
災
に
関
す
る
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度　

高
齢
者
等
外
出
支

援
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
助
成
券
事
業

【
大
雨
災
害
へ
の
対
策
】

こ
れ
か
ら
梅
雨
の
季
節
に
入
り
ま
す
。
水

害
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
雨
に
よ
り
河
川
が
増
水
す
る
可
能
性
が

高
い
時
は
、
河
川
や
側
溝
等
に
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
６
月
２
日
の
大
雨
災
害
を
経

て
、
土
の
う
の
需
要
が
非
常
に
高
ま
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、
大
規
模
な
水
害
が
発
生
し
た
と

き
に
は
、
各
消
防
団
詰
所
に
置
い
て
い
る
砂

を
活
用
し
、土
の
う
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
土
の
う
用
砂
を
置
い
て
い
る
場
所

①
第
１
分
団
詰
所

　
（
下
佐
々
２
１
０
番
地
1
）

②
第
２
分
団
詰
所

　
（
動
木
２
２
７
番
地
1
）

③
第
３
分
団
詰
所

　
（
小
畑
１
２
７
番
地
1
）

④
第
５
分
団
詰
所

　
（
長
谷
２
７
９
番
地
1
）

⑤
第
７
分
団
詰
所

　
（
吉
野
２
７
７
番
地
３
）

⑥
第
８
分
団
詰
所

　
（
福
井
１
３
１
２
番
地
３
）

高
齢
者
や
障
害
者
の
外
出
を
支
援
す
る
た

め
、
県
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
、
大
十
オ
レ
ン

ジ
バ
ス
及
び
紀
美
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
賃
の
支
払
い
で
使
用
で
き
る
助
成
券

（
１
万
８
千
円
分
）
を
４
月
か
ら
交
付
し
て

い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
助
成
券
の
申
請
方
法
】

■
窓　
口

・
本
庁 

企
画
管
財
課
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー 

保
健
福
祉
課
、
美
里
支
所 

住
民
室

の
３
か
所
で
申
請
可
能
で
す
。

・
申
請
者
本
人
の
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保

険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
代
理
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類
も
併
せ
て
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■
郵　
送

郵
送
で
の
申
請
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
申

請
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

⑦
第
10
分
団
詰
所　
（
西
野
９
番
地
1
）

⑧
第
11
分
団
詰
所

　
（
福
田
１
４
４
番
地
１
）

⑨
第
12
分
団
詰
所

　
（
赤
木
１
２
８
番
地
２
）

⑩
第
14
分
団
詰
所

　
（
毛
原
宮
２
２
２
番
地
）

　
（
小
西
３
４
７
番
地
１
）

⑪
紀
美
野
町
役
場
本
庁

⑫
紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所

【
地
震
災
害
へ
の
対
策
】

■
木
造
住
宅
耐
震
診
断

平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
を
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
木
造
住
宅
の
建
築
年
数
が
不
明
と
い
う
方

で
も
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
耐
震
補
強
設
計
と
改
修
工
事
補
助
金

右
記
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
行
っ
た
後
、

耐
震
改
修
（
設
計
・
工
事
）
を
行
う
場
合
、

最
大
１
１
６
万
６
千
円
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

紀
美
野
町
に
お
住
ま
い
の
方
、
こ
れ
か
ら

住
む
こ
と
を
考
え
て
い
る
方

問　
総
務
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
２

ン
等
で
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
５
分
程
度

で
申
請
が
可
能
で
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

【
助
成
券
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
方
】

紀
美
野
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
次

の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
高
齢
者

　
次
の
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方

①
満
75
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世

帯
に
属
す
る
方

②
満
65
歳
以
上
の
方
で
運
転
免
許
証
を
所
持

し
て
い
な
い
方
（
運
転
免
許
証
返
納
者
及

び
運
転
免
許
証
失
効
者
含
む
。）

■
障
害
者

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持

ち
の
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
・
２
級
・
３
級
）

②
療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
・
Ｂ
１
）

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
・
２

級
）

問　

企
画
管
財
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３

紀美野町HP 紀美野町HP

申請フォーム 紀美野町HP
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消防庁長官表彰　功労章を受章
紀美野町消防団長　佐

さ も と

本　重
し げ あ き

秋 さん

消防団第８分団結団式が執り行われました。

新規採用職員のご紹介

紀美野町消防団 佐本団長が、長年にわたり災害から町民の生命
と財産を守るという消防の使命遂行に尽力されてきたことが評価
され、消防庁長官表彰　功労章を受章されました。

昭和63年6月消防団に入団し、平成26年4月から団長を務められ、
消防団最高幹部として消防団員の指導育成、消防力の充実強化に
努めておられます。

今後の更なる活躍が期待されています。この度の栄えある受章
を心よりお慶び申し上げます。

紀美野町消防団 第８分団と第９分団の統合に伴い、３月31日、
福井地内第８分団庫において、結団式が執り行われました。

佐本団長からの訓示の後、宇恵分団長から新たな第８分団と
して地域住民の生命と財産を守るため、日々邁進するとの決意
が述べられました。

新たな第８分団の管轄区域は小川地区（吉野を除く）で28人
の団員で構成されます。地域消防防災の要として活躍が期待さ
れます。

総務課　主事
産業課　主事
まちづくり課　主事
企画管財課　主事補
きみのこども園　主事
きみのこども園　主事
教育課　指導主事
教育課　主事
消防士
消防士
消防士

左から　後列　　藤山　 染矢　 村上　 田村　 住田　 大林
　　　　前列　　山本　　藪根　　大野木　　上田　　浦

染矢　　健宇
大野木　優希
大林　　和哉
浦　　　祐希
山本　　祐実
藪根　　万奈
上田　　量平
藤山　　拓也
村上　　陸大
田村　　拓人
住田　　聖也

きみのNEWS
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募集種目 資　格 受付期間 試験期日 入隊時期 試験会場

自衛官候補生

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の
末日現在、33歳に達してい
ない者）

６月24日
まで

Web試験
６月27日～ 30日
身体検査、口述
７月４日～７日

令和７年
３月以降

和歌山県民
文化会館

（和歌山市）

第２回自衛隊
幹部候補生

(一般)

【大卒程度】22歳以上26歳
未満の者
【院卒者】20歳以上28歳未
満の者

６月13日
まで

６月22日
令和７年

３月中旬～
４月上旬

和歌山地方
協力本部

（和歌山市）

■詳細は有田募集案内所へお問い合わせください。

保険料は、均等割額（被保険者が等しく負担）と、所得割額（所得による）の合計額となります。
所得の少ない方には世帯の所得状況に応じた均等割額軽減制度があり、６年度から対象の方の範囲が拡充さ

れます（均等割額軽減制度の拡大参照）。
また、保険料の賦課限度額（上限保険料額）が80万円に変更されます。なお、６年度保険料額の通知は、７

月中旬に送付します。

年　度 均等割額
所得割率

賦課限度額　※２
軽減用所得割率　※１

６・７年度（年間） 54,428円
11.04％ 80万円

（73万円）10.13％

【参考】４・５年度（年間） 50,317円 9.33％ 66万円

軽減割合 ６年度 ５年度【参考】

５割軽減
43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－1）
＋29.5万円×（被保険者数）以下

43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－1）
＋29万円×（被保険者数）以下

２割軽減
43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－1）
＋54.5万円×（被保険者数）以下

3万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－1）＋
53.5万円×（被保険者数）以下

※１　激変緩和措置として、基礎控除後の総所得金額などが58万円（年金収入のみの場合211万円）以下の方は、
６年度に限り、軽減用所得割率を用います。

※２　賦課限度額の引き上げに伴う保険料の急増に配慮し、賦課限度額を段階的に引き上げます（６年度73万
円、７年度80万円）。ただし、６年度中に75歳に到達して資格取得する方等を除きます。

おしらせ

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』
各種目自衛官の募集について

後期高齢者医療制度の
保険料率等の改定

自衛隊HP

紀美野町HP

問　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部
　　有田募集案内所
　　℡ ０７３７ ‐８２‐６６３１

問　後期高齢者医療広域連合
　　℡ ４２８‐６６８８
　　税務課
　　℡ ４８９‐５９０５

■６・７年度の保険料率等

■均等割額軽減制度の拡大
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納

付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ

り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方

に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て
い
ま

す
。未

納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収

の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、
延

滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義

務
の
あ
る
方
（
※
）
の
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
等
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
の
国
民
年

金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
納
付
義
務
の
あ
る
方
と
は
、
被
保
険
者
本

人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配

偶
者
及
び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

問　

住
民
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

　
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　
℡ 

４
４
７
‐
１
６
６
０

お
近
く
の
金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
納
期
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ
を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
も
納
付
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）
の

減
免

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
が
使
用
す
る
自
動
車
は
、
名
義
や

障
害
の
程
度
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
（
環
境
性
能

割
・
種
別
割
）
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問　

和
歌
山
県
税
事
務
所　
自
動
車
税
・
間

税
課　

　
℡ 

４
４
１
‐
３
４
０
９

■
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
の
手
続

き
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
が

使
用
す
る
車
両
や
、
福
祉
施
設
な
ど
が
送
迎

用
に
使
用
す
る
車
両
な
ど
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

５
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
既
に
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
お

い
て
減
免
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

問　

税
務
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

　
　
美
里
支
所
住
民
室　

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
３

１
年
間
の
継
続
し
た
学
習
で
、
多
く
の
手

話
表
現
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

も
こ
の
機
会
に
手
話
を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
内　
容　
日
常
生
活
レ
ベ
ル
の
手
話

■
開
催
日　
令
和
６
年
６
月
27
日
～
令
和
７

年
３
月
６
日
の
間
で
、
隔
週
木
曜
日
（
毎

月
３
日
程
度
開
催
を
予
定
）

※
全
23
回
の
連
続
講
座
で
す
。
全
日
程
の

80
％
以
上
出
席
し
た
方
に
は
、
修
了
証
を

授
与
し
ま
す
。

　
　
詳
細
な
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
時　
間　
18
時
30
分
～
20
時
頃
ま
で

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
3
階
会
議
室

■
対
象
者　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方　

■
費　
用　
参
加
費
用　
無
料

　
　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
代　
４
，２
９
０
円

■
申　
込　
電
話
ま
た
は
左
記
の
二
次
元

　
コ
ー
ド
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
５
月
31
日(

金)

ま
で

問　

保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

お 

し 

ら 

せ

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う

５
月
31
日(

金)

が
自
動
車
税(

種

別
割)
の
納
期
限
で
す
！

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課

程
）
の
開
催

年金機構HP

紀美野町HP

申込フォーム

紀美野町HP
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① アプリをダウンロード
② 「紀美野町」を登録！

ライフビジョン

防災情報・町のおしらせもこれひとつ！
防災無線の聞き直しも♪

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
推

進
課
内
）
で
は
、学
校
に
行
け
な
か
っ
た
り
、

行
き
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
こ
ど
も
が
、
安
心

し
て
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
居
場
所

を
６
月
に
開
所
し
ま
す
。

居
場
所
「
き
み
の
ス
マ
イ
ル
」
に
は
、
相

談
室
も
あ
り
、
ひ
と
り
で
過
ご
せ
る
ほ
か
、

だ
れ
か
と
話
を
し
た
り
も
で
き
ま
す
。

こ
ど
も
や
保
護
者
の
様
々
な
相
談
に
も
応

じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
開
所
日　
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日

■
時　
間　
10
時
～
15
時

■
場　
所　
下
佐
々
７
2
８
番
地
１
（
く
す

の
き
公
園
よ
り
北
へ
徒
歩
で
３
分
程
度
）

※
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
の
ぞ
み
」
の
休
所
日
（
水
曜
日
）
に
施

設
を
お
借
り
し
、
開
所
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
対
象
者　
ひ
き
こ
も
り
、不
登
校
の
状
態
、

ま
た
は
そ
の
傾
向
の
あ
る
こ
ど
も
と
そ
の

家
族
の
方

■
ス
タ
ッ
フ　
保
健
師
、精
神
保
健
福
祉
士
、

こ
ど
も
家
庭
支
援
員
（
保
育
士
・
教
員
免

許
保
有
者
）
等

問　

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
℡ 

０
８
０
‐
８
９
０
０
‐
５
９
１
０

　
　
の
ぞ
み
（
開
所
時
間
の
み
）

　
　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
３
４
４

　
　

子
育
て
推
進
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

※
利
用
を
ご
希
望
の
際
は
、
ま
ず
、
こ
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。

「
里
親
制
度
」
を 

ご
存
知
で
す
か
？ 

家
庭
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、「
お
か
え
り
」
と
「
た
だ
い
ま
」
を
言

え
る
場
所
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

・
里
親
に
な
る
に
は
資
格
が
い
る
の
？

・
ど
う
し
た
ら
里
親
に
な
れ
る
の
？

・
里
親
と
養
子
縁
組
の
違
い
は
？

・
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
な
？

な
ど
、
里
親
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
・
里
親

に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
、

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
里
親
制
度
個
別
説
明
会
】

■
日　
時　
令
和
６
年
５
月
15
日(

水)

　
　
　
　
　
13
時
～
15
時

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
パ
ネ
ル
展
示
】

■
日　
時　
令
和
６
年
５
月
９
日(

木)

～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
15
日(

水)

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
「
な
で
し
こ
」

　
　
℡ 

０
７
３
６
‐
６
７
‐
７
５
８
４

生
涯
健
康
な
歯
を
保
つ
た
め
、
毎
日
の
歯

磨
き
や
甘
い
も
の
を
控
え
る
と
と
も
に
、
定

期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、
虫
歯
や
歯
周
疾

患
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
年
３
～
４
回
、
生
え
始
め
の
永
久

歯
に
フ
ッ
素
を
塗
布
す
る
こ
と
で
歯
の
質
を

強
く
し
、
虫
歯
の
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
フ
ッ
素
塗
布
と
歯
科
健
診

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
10
時
受
付

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

■
対
象
者　

①
歯
科
健
診

　
町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

②
フ
ッ
素
塗
布

　
お
お
む
ね
２
歳
～
小
学
６
年
生

※
フ
ッ
素
洗
口
を
し
て
い
な
い
お
子
様

■
申
込
方
法　

左
記
の
い
ず
れ
か

①
子
育
て
推
進
課
へ
電
話

②
子
育
て
推
進
課
も
し
く
は
こ
ど
も
園
に
申

込
書
を
提
出
（
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

③
オ
ン
ラ
イ
ン
（
下
記
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
二

次
元
コ
ー
ド
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

■
申
込
期
限　
5
月
15
日
（
水
）
ま
で

■
そ
の
他　
当
日
は
歯
を
き
れ
い
に
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問　

子
育
て
推
進
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

居
場
所
「
き
み
の
ス
マ
イ
ル
」
を

開
所
（
６
月
ス
タ
ー
ト
）

里
親
制
度
説
明
会
の
開
催

フ
ッ
素
塗
布
・
歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

紀美野町HP

Android

ｉphone

なでしこHP

紀美野町HP

申込フォーム
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3
月
23
日
に

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
「
第
一

回
き
み
の
地
域

づ
く
り
学
校
修

了
式
」
が
開

催
さ
れ
、
修
了

生
や
住
民
の
方

な
ど
、
約
50
人

が
参
加
し
ま
し

た
。
令
和
５
年

度
は
、
民
間
企

業
や
行
政
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
、大
学
生
、

高
校
生
等
、
計
29
人
が
修
了
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
修
了
式
で
は
、
修
了
証
書
授
与

に
加
え
、
修
了
生
の
代
表
者
5
人
か
ら
の
成

果
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
部
の
修
了
記
念
講
演
で
は
、
前
長
野

県
飯
田
市
長
の
牧
野
光
朗
氏
か
ら
、
飯
田
の

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
事
例
に
「『
連
携

力
』
を
育
む
地
域
人
教
育
」
に
つ
い
て
、
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

修
了
生
の
皆
さ
ま
が
各
地
域
の
現
場
で
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
紀

美
野
町
猟
友
会
が
町
内
全
域
で
有
害
鳥
獣
捕

獲
許
可
期
間
内
に
捕
獲
活
動
を
実
施
し
ま

す
。箱

わ
な
や
く
く
り
わ
な
は
、
農
地
周
辺
や

里
山
に
仕
掛
け
て
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
が

か
か
っ
た
わ
な
を
発
見
し
た
場
合
も
、
危
険

で
す
の
で
近
づ
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
令
和
５
年
度
の
有
害
捕
獲
実
績
】

・
実
施
期
間　
令
和
５
年
１
月
４
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
28
日

・
イ
ノ
シ
シ　
　
【
309
頭
】

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ　
【
283
頭
】

・
ア
ラ
イ
グ
マ　
【
87
匹
】

・
ア
ナ
グ
マ　
　
【
90
匹
】

・
ハ
ク
ビ
シ
ン　
【
42
匹
】

・
タ
ヌ
キ　
　
　
【
18
匹
】

問　

産
業
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
１

■
対　
象

・
申
請
者
が
50
歳
未
満
（
費
用
負
担
は
申
請

者
本
人
ま
た
は
申
請
者
の
配
偶
者
）

・
５
年
以
上
継
続
し
て
居
住
す
る
こ
と

・
各
種
税
金
の
未
納
が
な
い
こ
と

・
玄
関
、
居
室
、
便
所
、
風
呂
、
台
所
を
備

え
た
居
住
用
部
分
の
面
積
が
50
㎡
以
上

■
要　
件

・住
宅
の
新
築（
費
用
が
２
５
０
万
円
以
上
）

・
住
宅
の
購
入
、
増
改
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム

（
費
用
が
50
万
円
以
上
）

・
住
宅
建
築
用
の
土
地
の
購
入
（
土
地
の
購

入
の
み
の
場
合
は
補
助
不
可
）

■
補
助
金
額

・
住
宅　
５
万
円
～
60
万
円

・
土
地　
最
大
50
万
円

※
各
種
要
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
補
助
件
数

　
先
着
順
（
予
定
金
額
に
到
達
次
第
終
了
）

※
申
請
前
の
説
明
が
必
要
な
た
め
、
申
請
を

ご
希
望
の
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
企
画
管

財
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
紀
美
野
町
移
住
推
進
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
当
補
助
金
の
活
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　

企
画
管
財
課　

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３

県
営
住
宅
は
入
居
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
５
月
１
日
に
県
住
宅
供

給
公
社
が
配
布
す
る
募
集
要
項
（
建
設
課
で

も
配
布
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
予
定
住
宅

①
野
上
団
地
（
３
階　
３
Ｄ
Ｋ
）

　
住
所　
小
畑
８
３
４
番
地
56

②
小
畑
団
地
（
５
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
住
所　
小
畑
５
７
０
番
地
１

■
申
込
先　
県
住
宅
供
給
公
社（
郵
送
の
み
）

■
募
集
要
項
配
布
及
び
募
集
受
付
期
間

　
５
月
１
日（
水
）～
13
日（
月
）（
消
印
有
効
）

■
応
募
多
数
の
場
合　
公
開
抽
選
会
を
行
い

ま
す
。
日
時
や
場
所
等
、
抽
選
会
の
詳
細

は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
備　
考　
浴
そ
う
・
給
湯
器
設
置
済
み

■
注
意
事
項

町
営
住
宅
で
は
な
く
県
営
住
宅
の
募
集
で

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
県
住
宅
供
給
公
社
へ
お

願
い
し
ま
す
。

問　

県
住
宅
供
給
公
社

　
　
（
土・日・祝
日
除
く
９
時
～
17
時
45
分
）

　
　
℡ 

４
２
５
‐
６
８
８
５

お 

し 

ら 

せ

第
一
回
き
み
の
地
域
づ
く
り
学
校

修
了
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
６
年
度
定
住
促
進
補
助
金
制

度
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
つ
い
て

県
営
住
宅　
入
居
者
の
募
集

紀美野町HP

紀美野町HP

県住宅
供給公社HP
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紀
美
野
町
美
里
の
湯
か
じ
か
荘
及
び
紀
美

野
町
毛
原
水
辺
公
園(
毛
原
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場)

の
指
定
管
理
者
が
令
和
６
年
４
月
１

日
よ
り
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

■
指
定
管
理
の
対
象
施
設

①
紀
美
野
町
美
里
の
湯
か
じ
か
荘

②
紀
美
野
町
毛
原
水
辺
公
園

　
（
毛
原
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
）

■
指
定
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
令
和
11
年
３
月
31
日

問　

企
画
管
財
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３

こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
域
の
み
ん
な

で
力
を
あ
わ
せ
、
自
分
た
ち
の
町
を
自
分
た

ち
の
手
で
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
旧
野
上
地
区

・
８
時
30
分
～
11
時
ま
で
に
中
央
公
民
館
横

（
北
側
駐
車
場
）
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
公
民
館
横
駐
車
場
は
運
搬
車
で
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
必
ず
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
旧
美
里
地
区

・
午
前
中
に
各
粗
大
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
砂
や
泥
等
は
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

問　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

　
　
事
務
局　
教
育
委
員
会
教
育
課

　
　
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
９

（　
）
内
は
旧
職
で
す
。

【
課
長
級
】

ま
ち
づ
く
り
課
長
兼
支
所
長

　
米
田　
和
弘
（
建
設
課
長
）

総
務
課
長

　
曲
里　
充
司
（
教
育
委
員
会
（
出
向
）
教

育
次
長
教
育
課
長
事
務
取
扱
）

建
設
課
長

　
中
前　
貴
康
（
企
画
管
財
課
長
）

教
育
委
員
会
（
出
向
）
教
育
次
長
教
育
課
長

事
務
取
扱

　
東
浦　
功
三
（
住
民
課
長
）

企
画
管
財
課
長

　
髙
田　
真
孝
（
総
務
課
主
幹
）

住
民
課
長

　
森
谷　
克
美
（
建
設
課
主
幹
）

税
務
課
長

　
調
月　
克
久
（
保
健
福
祉
課
主
幹
（
町
社

会
福
祉
協
議
会
派
遣
））

子
育
て
推
進
課
長

　
黒
﨑　
智
帆
（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
）

【
課
長
補
佐
級
】

総
務
課
長
補
佐

　
井
口　
玄
（
企
画
管
財
課
長
補
佐
）

住
民
課
長
補
佐

　
岡
見　
栄
利
子
（
総
務
課
長
補
佐
）

建
設
課
長
補
佐

　
井
上　
昌
樹
（
建
設
課
主
任
）

子
育
て
推
進
課
長
補
佐

　
中
林　
千
珠
（
保
健
福
祉
課
主
任
）

企
画
管
財
課
長
補
佐

　
中
屋　
泰
典
（
保
健
福
祉
課
主
任
）

こ
う
の
こ
ど
も
園
園
長

　
向
江　
裕
子（
こ
う
の
こ
ど
も
園　
係
長
）

警
防
課
長
補
佐

　
松
江　
充
博
（
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第

2
課
長
補
佐
）

警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第
２
課
長
補
佐

　
前
部
屋　
裕
康
（
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防

第
１
課
長
補
佐
）

【
退　
職
】

参
事
（
総
務
課
長
事
務
取
扱
）
坂　
詳
吾

税
務
課
長　
　
　
　
　
　
　
　
坂　
昌
美

保
健
福
祉
課
長
補
佐
（
保
健
師
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田　
江
美

住
民
課
長
補
佐　
　
　
　
　
　
小
西　
佳
子

教
育
委
員
会
（
出
向
）
教
育
課
（
指
導
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
岡　
朋
美

野
上
小
学
校
調
理
員　
　
　
　
高
木　
明
美

野
上
小
学
校
調
理
員　
　
　
　
葊
尾　
京
子

紀
美
野
町
美
里
の
湯
か
じ
か
荘
等
の

新
し
い
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

令
和
６
年
度　

第
１
回
町
民
一
斉

清
掃　
５
月
19
日
（
日
）

町
職
員
の
人
事
異
動
（
そ
の
１
）

写真 (右 )　有限会社 自然の世界社 
取締役　上住　道宣 氏 紀美野町HP
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令和６年度　区長さん決まる

ご存知ですか？
あなたの地域の民生委員・児童委員

地区のまとめ役として、また町とのパイプ役としていろいろとお世話をしていただく令和６年度の区長さん
が決まりましたので、お知らせします。（敬称略）

５月12日　「民生委員・児童委員の日」　　５月12日～ 18日　「活動強化週間」
町内には厚生労働大臣から委嘱された52人の民生委員・児童委員（うち３人は主任児童委員）がおり、「誰もが『笑顔』で『安

全』に、そして『安心』して生活することができる地域づくり」のために活動しています。
自らも地域住民の一員として、担当地区において、安否確認や見守り、声かけなどを行っています。
また、様々な相談にも応じ、必要な支援が受けられるよう地域の専門機関と連携して活動しています。

～お気軽にご相談ください！～
民生委員・児童委員は、日々の暮らしの中で困ったり悩んだりしたことを相談できる相手のひとりです。地域住民の一員

として、皆さんの立場に立って心配ごとや困ったことを解決するお手伝いをします。
■経済的な悩みを抱えたとき ■心身に障害のある方の福祉に関すること
■高齢者の福祉に関すること　　　　　　　　■児童の福祉や子育て支援に関すること
その他、生活上の悩みや心配ごとなど、お近くの民生委員・児童委員に気軽に声をかけてください。
相談の秘密は必ず守られますのでご安心ください。

民生委員・児童委員名簿（敬称略）　任期：令和７年11月30日まで

地 区 氏 名
下 佐 々 若 林　　 豊
吉 見 井 澤 秀 恭
海 南 鋼 管 阪 口 英 三
動 木 平 松 泰 清
緑 ヶ 丘 酒 井 拓 司

平 清 田 憲 次
小 畑 栗 谷 和 宗
希 望 ヶ 丘 道 上 益 利
柴 目 浴　　 啓 造
長 谷 東　　 悦 隆
か し こ 池 大 前 久 子
吉 野 森 田 敏 明
福 井 津 田 信 雄
中 田 中 野　　 充
梅 本 新 宅 将 秀
奥 佐 々 中 畑 秀 行
坂 本 當 六 久 計
松 瀬 野 際 雅 也
釜 滝 峠　　 浩 司
西 野 長 峯 秀 晃
東 野 東 浦 宏 昌
国 木 原 山 本 眞 猛

地 区 氏 名
福 田 徳 田 拓 嗣
神 野 市 場 １ 山 下 眞 司
神 野 市 場 ２ 松 本 元 信
神 野 市 場 ３ 中 西 敏 揮
神 野 市 場 ４ 伊 南 和 真
野 中 杉 琴 嘉 宏
安 井 空 山 繁 伸
南 畑 井 上 節 夫
箕 六 深 渡 俊 伸
樋 下 面 谷 栄 一
永 谷 西 浦 理 員
上 ケ 井 今 岡 歳 史
三 尾 川 横 手 健 司
大 角 中 出 雄 士
津 川 岩 本 純 一
明 添 本 田 泰 男
鎌 滝 東 浦 宏 彰
赤 木 前　　 邦 延
高 畑 坎　　 須 美 江
桂 瀬 東　　 榮 子
今 西 寺 本 義 守
松 ケ 峯 峯 尾 弘 子

地 区 氏 名 電 話 番 号
福 井 𡧃惠　　育代 489-3190
梅 本 前陸路　好彦 489-2934
奥佐々・中田 西浦　　佳典 489-4039
坂 本 田尻　　昭人 489-5699
東 野 溝上　　孝和 489-2871
西 野 赤阪　　友里 489-2876
釜 滝 伊南　　慈久 489-2830
松 瀬 山本　登志夫 494-5252
国 木 原 前野　　忠弘 489-4307
福 田 恩地　　弘子 495-2192
福田・永谷 谷口　　善規 495-3363
神野市場１・２ 井岡　三惠子 495-2036
神野市場３・４ 東　　　始見 495-3328
野中・安井・南畑 芝﨑　　一惠 495-2787
箕六・樋下 丸山　　豊人 495-2015
上ケ井・三尾川 西山　　泰隆 495-2824
大角・津川 椎山　　秀樹 495-2842
明添・鎌滝 中部屋　清子 495-2865

地 区 氏 名
菅 沢 向 江 秀 雄

田 中 谷 昌 史
谷 中 尾　　 登
中 前 𡶡 義 弘

滝 ノ 川 東 平 秀 子
毛 原 下 中 谷 康 弘
小 西 中 田　　 弘
毛 原 中 馬 引 章 裕
毛 原 宮 上 東 康 利
毛 原 上 松 本 忠 文
長 谷 宮 西　　 敏 明
井 堰 西 脇 光 治
蓑 垣 内 中 谷 方 美
真 国 宮 中 谷 恭 育
蓑 津 呂 宮 西 幸 次
花 野 原 部　家　賀世子
初 生 谷 坂 直
北 野 岩 本 介 伸
円 明 寺 新 家 通 男
勝 谷 粉 川 雅 道
四 郷 西 浦　　 勝

地 区 氏 名 電 話 番 号
赤木・高畑・桂瀬 東　　　榮子 495-3274
今西･松ケ峯･菅沢 大西　　順美 498-0237

田 中谷　のり子 498-0257
谷 東　　　洋子 498-0214

中　・滝ノ川 古梅　　恭好 498-0118
毛原下・小西 助野　　利治 499-0154
毛原中・毛原宮 梅本　由紀子 499-0271
毛原宮・毛原上 木元　　敦子 499-0126
毛原上・長谷宮 上東　　敏男 499-0048
井堰・蓑垣内 西脇　　康夫 497-0550
真国宮・蓑津呂 山本　　雅世 497-0006
花野原･初生谷･北野 岩本　惠美子 497-0207
円明寺・勝谷・四郷 藤井　　秀夫 497-0245

主任児童委員

町 内 全 域
南　　　智子 489-2963
田伏　　嘉子 489-4512
神谷　　紀子 497-0221

問　総務課　℡ ４８９‐５９１２

問　紀美野町民生委員・児童委員協議会
　（保健福祉課：℡ ４８９‐９９６０）

地 区 氏 名 電 話 番 号

下 佐 々

中谷　　泰和 489-2635
山口　　　純 489-3668
穗谷　　喜美 489-2496
井上　　　章 489-3994

下佐 （々海南鋼管） 菱田　　恭志 489-4776
下佐々（吉見） 志場　　和子 489-2702
動 木（ 平 ） 池上　由喜生 489-4741

動 木 今出　惠美子 489-2213
東　　　篤美 489-2020

動木（緑ヶ丘） 小松　　晴功 489-5309
小畑（希望ヶ丘） 栗谷　　佳秀 489-4718

小 畑
黒土　　芳子 489-2113
宮阪　　　学 489-2764
西田　　和宏 489-4076

柴 目 上田　　正弘 489-3351
長 谷 西浦　　充生 489-3071

吉 野 小田　　　茂 489-3678
中西　　献祐 489-2068



2024.511

【たばこの煙】【たばこに含まれる有害物質】

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　
時　
毎
週
水
曜
日　
９
時
～
11
時

　
　
　
　
５
月　
１・
８
・
15
・
22
・
29
日

■
対
象
者　
町
民

■
内　
容　
健
康
に
関
す
る
こ
と
や
、
食
事

に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
血
圧
測

定
、尿
検
査
、骨
密
度
測
定
、イ
ン
ボ
デ
ィ

（
体
成
分
）
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
や
授
乳
の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
管
理

フ
ァ
イ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

毎
年
５
月
31
日
は
、
世
界
保
健
機
関
が
定

め
る
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
あ
り
、
日
本
で

は
５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
を
「
禁
煙

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

喫
煙
は
、
が
ん
や
心
疾
患
、
脳
血
管
疾

患
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
の

原
因
に
な
る
と
と
も
に
、
糖
尿
病
や
脂
質
異

常
症
、
歯
周
疾
患
を
悪
化
さ
せ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

喫
煙
は
喫
煙
者
本
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周

囲
の
人
に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
と
大
切
な
人
の
命
と

健
康
を
守
る
た
め
、
禁
煙
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
受
動
喫
煙
と
は
】

自
分
が
た
ば
こ
を
吸
わ
な
く
て
も
、
他
人

が
吸
っ
て
い
る
た
ば
こ
の
煙
（
副
流
煙
や
呼

出
煙
な
ど
）
を
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で

す
。
副
流
煙
に
は
主
流
煙
の
数
倍
も
の
有
害

物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
肺
が
ん
や
脳
、
血

管
の
病
気
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。火

が
消
え
た
後
も
、
喫
煙
者
の
髪
の
毛
や

衣
類
、
部
屋
の
ソ
フ
ァ
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
の

表
面
に
付
着
し
た
も
の
か
ら
、
有
害
物
質
を

吸
い
込
む
こ
と
で
も
受
動
喫
煙
が
起
こ
り
ま

す
。ニ

コ
チ
ン
に
は
中
毒
性
が
あ
り
、
依
存
症

に
な
っ
て
い
る
と
、
禁
煙
す
る
の
は
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
一
本
だ
け
…
」
の
誘
惑

に
は
十
分
気
を
付
け
、
失
敗
し
て
も
何
度
で

も
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
禁
煙
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
禁

煙
外
来
が
あ
る
病
院
を
検
索
で
き
ま
す
。
禁

煙
外
来
や
禁
煙
補
助
薬
も
上
手
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
時
間
外
の
緊
急
時
（
役
場
代
表
）

　
℡ 

４
８
９
‐
２
４
３
０

安
心
！　
み
ん
な
の
総
合
相
談
窓
口

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
健
康
・

障
害
・
福
祉
・
介
護
な
ど
様
々
な
支
援

を
行
う
相
談
機
関
で
す
。

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

た
ば
こ
の
健
康
影
響
を
知
ろ
う
！

保
健
福
祉
だ
よ
り
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小川地区公民館企画　ドライフラワーのハーフリース作り

中央公民館体験講座　ゆらぎ体操教室(全６回講座)

春のおはなし会開催のお知らせ

日　　時：５月24日(金)13時30分～ 15時30分
場　　所：小川地区公民館2階視聴覚室
対　　象：大人　
定　　員：５人(先着順)
参 加 費：3,000円
　　　　　（キャンセルの場合でも返金しません。材料をお渡しします。）
服　　装：汚れても大丈夫な服（もしくはエプロン持参）
申込締切：５月15日(水)　17時まで（定員になり次第締切）
講　　師：南　美季 氏(フラワーデザイナー　panier de saison)
　　　　　申込先：小川地区公民館　℡ 489 ‐4511
　　　　　（火曜日・祝日除く13時～ 17時）

　床の上にゴロ寝をして、体をゆらすだけの簡単な体操です。上半身や全身のバランスを整え、体の不調をや
わらげます。足や腰に痛みのある方におすすめです。
日　　時：令和６年５月～７月　13時30分～ 15時
　　　　　①５月16日（木）　②５月30日（木）
　　　　　③６月６日（木）　④６月20日（木）
　　　　　⑤７月４日（木）　⑥７月18日（木）
場　　所：中央公民館　和室
対　　象：大人（できるだけ６回参加できる方）
定　　員：10人程度
持 ち 物：マット（貸出可）
講　　師：前　智博 氏　
申込締切：５月15日（水）
申 込 先：中央公民館　℡ 489 ‐2877（火曜・祝日を除く９時～ 17時）

　４月23日「子ども読書の日」、４月23日から５月12日は「こどもの読書週間」です。
　皆さんに読書をする楽しみや大切さを感じてもらうため、「ほんの森」サークルによるおはなし会を開催し
ます。
日　　時：５月１日（水）・５月８日（水）
時　　間：10時30分～ (約20分)
場　　所：中央公民館和室
定　　員：各回20人
申 込 み：不要
問 合 せ：中央公民館　℡ 489 ‐2877（火曜日・祝日を除く９時～ 17時）

令和６年４月号のふれあいネットに掲載しました内容に誤りがありました。

■19ページ　「わがまちサークル　野上卓友会　会員募集中！」の活動日
　(正)　毎週金曜日・日曜日　(誤)　毎週金曜日・土曜日

町民の皆様および関係各位にご迷惑をおかけしましたことをお詫びするとともに、訂正させていただきます。

【訂正とお詫び】

■教育委員会　教育課生涯学習係：℡ 489 - 5915　青少年センター：℡ 489 - 5909　　■文化センター：℡ 495 - 9055
■中央公民館：℡ 489 - 2877　　■小川地区公民館：℡ 489 - 4511　　■志賀野地区公民館：℡ 489 - 5145
■自然体験世代交流センター：℡ 495 - 3127　　■みさと天文台：℡ 498 - 0305　　■スポーツ公園管理棟：℡ 489 - 5368

ふれあいネット生涯学習情報

※イメージ
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第19回紀美野町文化協会展開催

ふれあいルーム支援員を募集しています！

　６月２日（日）に中央公民館で開催します。日曜日のひと時、展示や芸能とお茶席でゆったりとした時間を
すごしませんか。
展　　示：９時～ 15時　きみの幸工房陶芸倶楽部・洋画クラブ・紀美野写真クラブ
ふれあいステージ：13時～　大正琴クラブきみの・野上吟詩会
茶　　席：10時～ 15時　きみの茶道サークル（お茶代100円・和菓子がなくなり次第終了）
体験コーナー：紀美野写真クラブ（10時～ 15時）
※文化協会の会員を募集しています。あなたも楽しい活動に参加して、友達の輪を広めませんか。
　（年会費１人　1,000円）
問 合 せ：中央公民館　℡ 489 ‐2877（火曜日・祝日を除く９時～ 17時）

　ふれあいルームは、放課後の居場所づくりとして主に低学年の児童が安心して過ごせる場を提供する事業で
す。支援員として、イベントの企画やこども達とふれあい、見守りをしてみませんか？
　資格はいりません！こどもが好きな方、大歓迎です！

【内容】
・イベントの企画 (現在は季節のイベント、読み聞かせ等を行っています。)
・児童とのふれあい、見守り
・宿題の補助
募集①
場　　所：中央公民館(動木288番地4)
時　　間：月・水・木・金曜日　14時～ 17時　※希望曜日要相談
報　　償：１時間あたり929円
締　　切：令和６年８月31日

募集②
場　　所：文化センター (神野市場217番地)
時　　間：水曜日14時～ 17時
報　　償：１時間あたり929円
締　　切：令和６年８月31日
※詳細は教育課までお問合せください　℡ 489 ‐5915

昨年の様子
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■
新
刊
情
報

【
中
央
公
民
館
】

「
秘
密
の
花
園
」　　
　
　
　
　
　
　
　
朝
井　
ま
か
て　
著

「
人
間
標
本
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湊　
か
な
え　
著

「
日
本
史
を
暴
く
」　　
　
　
　
　
　
　
　
磯
田　
道
史　
著

「
に
ゃ
ん
こ
四
字
熟
語
辞
典
１
」　　
　
　
西
川　
清
史　
著

「
わ
ん
こ
四
字
熟
語
辞
典
」　　
　
　
　
　
西
川　
清
史　
著

【
小
川
地
区
公
民
館
】

「
夜
明
け
の
は
ざ
ま
」　　
　
　
　
　
　
町
田　
そ
の
子　
著

「
カ
ミ
キ
ィ
の<

気
持
ち
が
伝
わ
る>

贈
り
物
お
り
が
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ
キ
ィ　
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く
」　　
　
　
宮
島　
未
奈　
著

「
猫
を
処
方
い
た
し
ま
す
。
１・
２
」　　
　

石
田　
祥　
著

「
世
に
も
あ
い
ま
い
な
こ
と
ば
の
秘
密
」　　
　
　
　
児
童
書

【
１
０
０
冊
】
芝
滝　
彩
衣
（
下
神
野
小
５
年
生
）

【
４
０
０
冊
】
芝
﨑　
心
音
（
野
上
小
４
年
生)

夫つ
ま

の
苦
手
の
壺つ

ぼ

焼や
き

を
噛
み
し
め
て　
　
　

薮
田　

洋
子

鍵
穴
の
形
の
古
墳
初
つ
ば
め　
　
　
　
　

手
拝　

裕
任

誓せ
い
し
き

子
忌
や
老
い
と
死
の
句
は
捨
て
ち
ま
へ

中
島　

紀
生

初は
つ
ち
ょ
う蝶
の
村そ

ん
き
ょ
う境
ま
で
来
て
別
れ　
　
　
　
　
　
　

前　

廣

入
園
の
曾
孫
の
着
替
へ
覗
き
け
り　
　
　
　

浦　

浩
平

花は
な
ぐ
も
り曇
本ほ

意い

書
き
き
ら
ぬ
ま
ま
敬
具　
　
　

浦　

貴
子

柔
ら
か
な
春
キ
ャ
ベ
ツ
丸
ご
と
購

あ
が
な

ひ
て

　

茹
で
て
炒
め
て
サ
ラ
ダ
に
て
喰は

む　
　

寺
岡　

幸
子

し
と
し
と
と
静
か
に
降
り
つ
ぐ
夜
の
雨
に　

　

山さ
ん

野や

は
闇
に
背
筋
を
伸
ば
す　
　
　

西
佐
古　

祐
子

咲
き
誇
る
し
だ
れ
桜
の
花は

な

陰か
げ

に

　

老
い
も
束
の
間
夢
見
る
少お

と
め女　
　

滝
垣
内　

嘉
代
子

歌　

の　

小　

道

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ　
図
書
館
だ
よ
り

い
っ
ぱ
い
読
ん
だ
よ

野
上
小
学
校
の
正
門
は
、
南
門
で
す
。
し
か
し
、
東
門
が

か
つ
て
の
正
門
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
校
歌
「
野
上
の
子
の
歌
」
に
「
み
ど
り
芽
を
ふ
く

柳
の
庭
に　
育
つ
ぼ
く
た
ち　
わ
た
し
た
ち
」
と
歌
わ
れ
た

柳
の
木
の
そ
ば
に
あ
る
の
が
東
門
で
す
。
背
の
高
い
石
の
門

に
は
、
流
浪
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。『
開
校
百
年　

野
上

小
学
校
』
に
あ
る
、
野
上
中
学
校
初
代
校
長
の
吉
田
敏
先
生

の
寄
稿
文
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

『
野
上
小
学
校
の
校
門
は
、
古
び
た
石
の
門
で
あ
る
。
県

会
議
事
堂
が
ま
だ
公
園
前
の
和
歌
山
中
央
郵
便
局
の
敷
地
に

あ
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
13
年
、
現
在
の
県
庁
が
で

き
た
時
に
農
協
へ
払
い
下
げ
ら
れ
、
昭
和
16
年
に
和
歌
山
駅

前
に
移
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
昭
和
37
年
、
農
協

会
館
の
新
築
と
と
も
に
、
ま
た
移
さ
れ
て
根
来
寺
の
一
乗
閣

と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
不
用
と
な
っ
た
石
の
門
は
、
農
協
中

央
会
長
と
し
て
功
績
高
か
っ
た
西
田
正
次
氏
に
贈
ら
れ
た
も

の
を
、
そ
の
ま
ま
彼
は
母
校
へ
寄
贈
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

め
っ
ぽ
う
背
の
高
い

４
本
の
石
柱
は
、
県

会
議
事
堂
の
門
と
し

て
、
農
協
中
央
会
の

門
と
し
て
、
長
い
間
、

和
歌
山
県
の
政
治
と

経
済
の
流
れ
を
、
そ

の
栄
枯
盛
衰
を
眺
め

て
き
た
わ
け
で
あ

る
。』

■
中
央
公
民
館　

５
月

　
１
日　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
り

　
８
日　
地
図
パ
ズ
ル
を
し
よ
う

　
15
日　
ペ
ン
ト
ミ
ノ
に
挑
戦

　
22
日　
押
し
花
し
お
り
作
り

　
29
日　
モ
ル
ッ
ク
で
あ
そ
ぼ
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　

 

14
時
30
分
～
16
時
30
分

こ
う
み
ん
か
ん　
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ

縁
結
び
で
有
名
な
淡
島
神
社
の
境
内
を
出
る
と
、

栄
螺
の
壺
焼
き
の
こ
ん
が
り
焼
け
る
醤
油
の
香
が
す

る
。作

者
の
ご
主
人
は
、
壺
焼
が
苦
手
な
よ
う
で
は
あ

る
が
作
者
ご
自
身
は
、
じ
っ
く
り
と
そ
の
旨
さ
を
味

わ
っ
て
い
る
。

下
五
「
噛
み
し
め
て
」
に
長
年
連
れ
添
っ
て
い
る

夫
婦
が
、
互
い
を
認
め
合
っ
て
い
る
尊
さ
を
感
じ
る
。
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お別れ遠足（県立紀伊風土記の丘・県立自然博物館）　　　— 小川小学校 —

大型屈折望遠鏡　　　— 研究員　硲間拓郎 —

学　校
だより

天文台
だより

３月１日に、全校児童でお別れ遠足に行きました。
県立紀伊風土記の丘では、資料館の見学後、埴輪作り体験を行いました。学芸員の方から説明を受けて、60

分程度でそれぞれ個性的な埴輪ができました。乾燥させてから焼成してもらうため、児童の手に届くのは４月
末頃になるそうです。

お弁当を食べた後は、県立自然博物館に行きました。見学後、学芸員の方に、水槽の裏側（バックヤード）
を案内していただきました。大きな水槽を上から覗いたり、－20℃の冷凍庫に保管している魚を見せてもらっ
たりと、貴重な体験をさせていただきました。おがわっ子の絆も深まり、いい思い出になりました。

月の館には多くの望遠鏡が展示されていますが、最近そこに大きな望遠鏡が追加されました。この望遠鏡の
鏡筒(白い筒の部分)は屈折式では台内最大の口径15cmで、平成7年の天文台オープン時から口径105cm大型望
遠鏡に同架されていました。この望遠鏡の架台(赤道儀)
部分も鏡筒と同様、天文台オープンの頃に導入された
もので、太陽観測用に使用されていました。

その後、駆動系の故障のため長期間にわたり保管さ
れていましたが、最近の調査で修理可能な業者が見つ
かり、現役復帰が実現しました。

今後、この望遠鏡は空の庭での活躍が期待されます。
焦点距離が長く口径が大きいため、極めてシャープで
迫力ある惑星像を観ることができます。土星・木星の
観望好機には星空ツアー参加者に新たな感動を与えて
くれるはずです。
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
守
り
た
い　

未
来
が
あ
る
か
ら　

火
の
用
心
」

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
降
「
住
警
器
」

と
い
う
）
は
、
火
災
の
煙
や
熱
を
感
知
し
、

音
声
や
警
報
音
で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
、

住
宅
火
災
の
早
期
発
見
、
被
害
の
軽
減
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

◆
取
付
位
置

基
本
的
に
は
寝
室
と
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
上
部
（
１
階
の
階
段
は
除
く
）
に
設
置
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
火
災
を
感
知
し
た
場
合
、
他
の
部

屋
に
設
置
し
た
住
警
器
も
連
動
し
て
警
報
を

発
す
る
連
動
型
住
警
器
も
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

3月の消防の動き
●火災発生件数…2件

【事故種別搬送人員】
管　内 管　外 合　計

急 病 40（2） 0 40（2）

一 般 負 傷 6（1） 0 6（1）

交 通 事 故 1（0） 0 1（0）

そ の 他 5（0） 0 5（0）

合 計 52（3） 0 52（3）

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

６
月
２
日
（
日
）
で
す
。

救
急
コ
ー
ナ
ー
「
心
筋
梗
塞
」

定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
職
場
、
学
校
、
自
治
会

等
団
体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
５
月
23
日
（
木
）

■
問
合
せ
・
申
込

　
紀
美
野
町
消
防
本
部　
警
防
課

　
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２

心
筋
梗
塞
と
は
、
動
脈
硬
化
や
血
栓
（
血

液
が
固
ま
っ
た
も
の
）
に
よ
り
、
心
臓
へ
栄

養
や
酸
素
を
送
っ
て
い
る
血
管
が
詰
ま
り
、

心
臓
へ
の
血
流
が
不
足
し
た
結
果
、
心
筋
の

一
部
が
死
ん
で
し
ま
い
機
能
し
な
く
な
っ
た

状
態
を
い
い
ま
す
。

主
な
症
状
は
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
痛
み
で
す
が
、
胸
だ
け
で
は
な
く
、
み
ぞ

お
ち
付
近
や
左
肩
、
奥
歯
な
ど
に
痛
み
を
感

じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
動
悸
や
呼
吸
困
難

も
症
状
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状

が
あ
る
場
合
や
痛
み
が
治
ま
ら
な
い
と
き

は
、
心
臓
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
サ
イ
ン
な

の
で
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
か
、

救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

◆
点
検
方
法

住
警
器
に
つ
い
て
い
る
点
検
ボ
タ
ン
を
押

す
か
、点
検
ひ
も
を
引
っ
張
り
、定
期
的
（
年

２
回
）
に
作
動
の
確
認
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
お
手
入
れ
の
仕
方

住
警
器
に
ホ
コ
リ
な
ど
の
汚
れ
が
付
く
と

火
災
を
検
知
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
汚
れ
は

乾
い
た
布
で
定
期
的
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ

う
。
台
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
警
器
で
油

汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の
は
、
家
庭
用
中
性
洗
剤

を
浸
し
て
、
十
分
絞
っ
た
布
で
軽
く
ふ
き

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
交
換
の
目
安

作
動
確
認
を
し
て
も
住
警
器
に
反
応
が
な

け
れ
ば
、
本
体
の
故
障
か
電
池
切
れ
で
す
。

住
警
器
は
、
設
置
後
10
年
を
経
過
す
る
と
故

障
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。　

設
置
後
は
、
10
年
を
目
安
に
本
体
の
交
換

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。



5月

３月の人口の動き（令和６年３月１日～ 31日）　転入25人　転出44人　出生1人　死亡11人

総人口　7,852人（−29）［男 3,639人（−18）女 4,213人（−11）］
世帯数 4,021世帯（−5）　　紀美野町面積　128.34㎢

2024.517

行事名 日　時 開催場所 問い合わせ先( ０７３)

移動町長室 27日（月） 美里支所 住民室総務課 495 - 3471
489 - 5912

健康アップ・チャレンジ教室 毎週金曜日
９時30分～ 11時30分 総合福祉センター 保健福祉課 489 - 9960

行政相談 16日（木）
13時～ 15時

中央公民館
美里支所

総務課
住民室

489 - 5912
495 - 3471

障害者巡回相談 15日（水）
10時～ 11時30分 総合福祉センター

野上厚生病院相談支援事業所
療育センターAOI
障害者相談支援事業所らん

489 - 2908
483 - 0454
488 - 6314

こども園開放
８日（水）・22日（水）
10時～ 11時 きみのこども園 きみのこども園 489 - 2144

１日（水）・15日（水）
10時～ 11時 こうのこども園 こうのこども園 495 - 2049

「野いちごの会」による絵本
の読み聞かせ ８日（水）10時30分～ 子育て支援センター

※育児相談は、
希望される方
法（来所・電話・
訪問）にてお
受けしていま
す。

子育て支援センター

※絵本の読み聞かせ、
各種教室は、新型コ
ロナウイルス感染症
の拡大状況により、
中止になることがあ
ります。

※一時預かり保育利用
には、事前登録が必
要です。

489 - 6700

コアラ教室
（生後1年6か月～入園まで）

10日（金）、29日（水）
９時30分～ 11時30分

カンガルー教室
（生後3か月～ 1年6か月まで）

21日（火）
９時30分～ 11時

クラフト教室 15日（水）
10時～ 12時

育児相談 随　時

一時預かり保育 毎週月曜日・木曜日
９時30分～ 15時30分

犬・猫の飼い方講習会 12日（日）・22日（水）
26日（日）11時～ 動物愛護センター 動物愛護センター 489 - 6500

クリニック
（健康診断書発行） 13日（月）

27日（月）
９時30分～ 10時15分
（受付）

海南保健所 海南保健所 482 - 0600

性感染症検査・肝炎ウイルス検査

検便（腸内細菌検査）

こころの健康相談 ８日（水）13時30分～
27日（月）14時00分～

骨髄バンクドナー登録検査 13日（月）・27日（月）
10時30分～ 11時30分

医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日除く）

紀美野町の人口
【令和6年3月末現在】

（　）内は前月比

予約制

予約制

予約制
予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

：問い合わせ先まで予約してください。

町内のこどもたちや高齢者の方を対象に、交通安全の指導や啓発活動などを行っています。
■主な活動内容
　・月初めの街頭啓発（毎月１回）
　・春と秋の全国交通安全運動期間中の啓発
　・町内のイベント（きみの夏祭り等）の
　　交通整理及び交通指導
■任　期　２年間（再任可）
■待遇等　年額３万（※制服等は貸与します。）

■募集条件（下記のどちらも当てはまる方）
　・20歳以上の町内在住の方
　・交通安全推進に熱意がある健康な方
　※資格・経験等・性別は問いません。
■申込方法　履歴書（詳しくは、総務課へ）
　※提出書類の確認後、面接の日程を連絡します。

紀美野町交通指導員の募集
紀美野町HP

問　総務課
　　℡ ４８９‐５９１２

行事・相談のお知らせ
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広 告

猪
いがり
狩　茉

ま る
留ちゃん

令和３年５月生
「まるちゃんの挑戦、

いつでも応援してるよ♥」

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を行います
　災害等の発生時に備え、全国一斉に防災行政無線を使用した情報伝達訓練を行います。
　この機会に自らの身は自らで守るという「自助」の考え方に基づく「いのち」を守る
行動や、周りの人たちと助けあう「共助」についてご近所の方や友人の方と、話し合っ
てみてください。
※今回の訓練は、放送のみです。訓練会場や避難所は、開設しません。　　

訓 練 日：５月22日(水) 午前11時「テスト放送」を行います。
放送内容：「これはＪアラートのテストです」×３回

お子さんの成長を
　　　　　　掲載しませんか？

広報きみのに掲載するお子さんの写真を募集してい
ます。対象は広報誌の発行月に誕生日を迎える町内の
満１～３歳のお子さんで、毎月、10日までのお申し込
みで翌月号への掲載が可能です。

例）６月生まれのお子さんの写真を６月号に掲載す
る場合、５月10日までにお送りください。

詳しくはホームページをご覧ください。
問　総務課
　　℡ ４８９‐５９１２

紀美野町HP 申込フォーム

訓 

練

3歳

5月


